
審判員の明らかな
ミスへの対応

対応マニュアル



マニュアル整備の経緯

■ バスケットボールへの関心・意欲の高まり

⇒これまで見過ごされてきたミスが見える化

■ ICT機器の普及

⇒いつでも・どこでも映像等で記録される時代

■ SNS等の普及

⇒事案発生，短時間で映像が拡散。非常に大きな問題



マニュアル整備の経緯

これらの時代背景より

本県審判委員会として

①対応マニュアルの整備

②JBA公認審判員への周知

③指導体制の整備



報告対象

・明らかにゲームの結果（勝敗等）に

『重大な』または『多大な』影響を

与えた場合（処置ミス等を含む）

・行動規範に反する行為があった場合



報告対象事例

【具体例】

・３点or２点の明確な確認不足

・シューターの確認不足

・与えるべきFTの確認不足（明確なFT関連のミスを含む）

・ゲームに影響を与えた時計に関する管理不足

・明らかなルールの適用ミス

・明らかなメカニクスの不徹底によるミス等

明らかな処置のミス等があった場合
（基本，映像で確認できるものを対象。）



対応マニュアル
試合中の判定で明らかな処置・対応のミスが発生

①当該大会の審判割当責任者に報告

②県審判委員長に一報（電話）を入れる

県審判委員長⇒審判割当責任者等と連携

①対象事案の事実確認（ヒアリング・映像確認）

②県協会（専務理事）へ報告

県審判委員長⇒JBA，PBAに報告

①事案に応じてJBAへの報告

②県内指導委員会の招集


